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富山県並行在来線対策協議会で定めた並行在来線経営計画概要（H25.3）では、

あいの風とやま鉄道が保有する旧型車両(413 系)５編成については、開業後の利

用状況を踏まえ、計画的に更新することとした。また、その財源は、当初は全て

国庫補助と並行在来線安定基金の活用を想定していたが、運賃値上げの更なる抑

制のため、最初に更新する１編成のみ県が補助（H29）し対応することとした。 

今回のあいの風とやま鉄道における観光列車の整備計画を踏まえ、県の支援を

1 年前倒しし、観光列車化改造の前に導入する新型車両１編成の新造を支援する

方向で検討する。 

なお、残り４編成の旧型車両の更新については、計画どおり経営安定基金と国

庫補助で対応することとする。 

 

○当初の計画 

 H28 H29 H30 H31 財源 

 
521 系新造

（開業後最初
の更新） 

     

国 1/3、県 2/3 

 

 

○見直し案 
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